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『
別

ひ
と
眼
千
両

自
慢
の
さ
く
ら

夢
の
芦
野
湖

花
の
幕

〃

芦
野
の
さ
く
ら
ま
つ
り
〃

一′

老
い
も
若
き
も

手
に
手
を
と
り
て

恋
の
ボ
ー
ト
に
ゃ

誰
と
乗
る

》
』

さ
く
ら
ま
つ
り
行
事
日
程
表

４
月
犯
日
（
日
）

西
北
五
中
学
校
卓
球
大
会

馬
力
大
会

西
北
五
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会

茶
道
遠
洲
流
野
点

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
及
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

さ
く
ら
ま
つ
り
開
会
式

無
形
文
化
財
大
会

′4
‐一

口

やー－
6

Ｌ

、
〆
、

ー一

"一蛍や〆／
〃、

、
日
も
ｕ

▼

。
／
一
一
《

血

夕

一
峠

淘
日
（
月
）

青
森
県
土
佐
犬
斗
技
大
会

西
北
五
中
学
校
選
抜
野
球
大
会

県
下
ミ
ス
桜
コ
ン
テ
ス
ト

蝿
年

小
型
建
没
機
械
展
示
会

廿
枕
（
い
》

西
北
五
洋
裁
学
院
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
蝿
４

鍬
和

訓
日
（
火
）

僻
昭

防
犯
少
年
野
球
大
会
蜘

慰
孟
大
祭
鰯一一一》

西
北
五
農
協
婦
人
部
芸
能
大
会
．
”邦守

与

５
月
１
日
（
水
）
”
”唖皿

西
北
五
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
洲

小
型
述
投
機
械
展
示
会
”
》
”

慰
霊
大
祭
前
夜
祭
悪

２
日
（
木
）
一
》
》
》坦曜．

県
下
銃
剣
道
大
会
鑿望哩

老
人
ク
ラ
ブ
体
育
大
会
聡

レ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
実
技
堂恥》

民
謡
と
手
踊
り
（
趣
谷
初
太
郎
一
行
）
一
《

３
日
（
金
）

消
防
団
観
閲
式
謹郡紺

県
下
短
歌
大
会
聴一

》

斎
藤
又
四
郎
民
謡
シ
ョ
ー

花
火
大
会

４
日
（
土
）
製》一

・

社
会
人
野
球
大
会
韓
》

花
火
大
会
一
齢

民
謡
と
手
蹴
り
（
三
上
キ
ナ
一
行
）
一

５
日
（
日
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
育
大
会
毎

一
癖
号

会
期
中

ポ
ー
ト
、
貸
ゴ
ザ
あ
り

無
料
湯
茶
サ
ー
ビ
ス

榊
哩

見
世
物
興
行
側
催

金
木
名
産
紬
即
売
会

辮
第

朏
轌
肥

鄙
．
Ⅱ

。
「
さ
く
ら
」
を
題
材
と
し
た
噺
ｊ

「
写
典
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
》
》
α

謹
歳

〆
切
り
５
″
、
Ⅱ

搬
入
場
所
観
光
協
会
嚇
務
川
鍔
一
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期待も大 きい
I

沢 田 の 3 氏町議に高橋、 古川、
(新町長大橘忠勝氏）

金
木
町
災
は
、
こ
の
凹
川
十
八
Ⅱ
を

も
つ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
ま
た
町
雛

会
雛
仙
に
三
端
の
欠
ｕ
を
生
じ
て
い
る

た
め
、
さ
る
二
〃
二
十
一
Ⅲ
、
金
木
町

踵
選
挙
お
よ
び
、
町
雛
会
雛
此
の
補
欠

選
が
Ｍ
時
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

選
稚
は
、
元
金
木
町
助
役
中
村
腱
川

元
金
木
尚
校
教
諭
大
橘
忠
勝
、
生
花
生

派
販
光
業
楠
焚
孝
夫
の
三
人
に
よ
っ
て

争
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
町
行
政
に
対
す

る
関
心
と
、
理
辨
者
に
か
け
る
期
待
も

大
き
く
、
仙
仲
し
た
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
結
果
は
催
か
十
二
粟
の
差
で

大
橘
忠
勝
氏
が
洲
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
雛
会
雛
幽
の
補
欠
選
誰
は

米
谷
払
九
郎
（
卉
良
市
）
山
中
淌
市
（

那
瀬
）
古
川
哲
雄
（
蒋
良
市
）
商
橘
元

弥
（
金
木
）
三
上
玉
江
（
岬
良
市
）
沢

川
山
男
（
班
瀬
）
の
六
人
が
立
候
補
し

激
戦
の
す
え
、
商
橘
元
弥
、
古
川
哲
雄

沢
川
山
男
の
三
氏
が
叩
選
し
ま
し
た
。

~百

「
I

▲ ～

I

（沢田由男氏）（古川哲雄氏）（高橋元弥氏）

矼
都
ｔ
ざ
Ｑ
■
Ｒ
ｇ
ｑ
ざ
ｔ
ｇ
ｔ
８
１
’
６
１

１
金
木
幼
稚
園
が
音
頭
を
と
っ
て
ｌ

祥
の
交
通
安
全
に
ち
な
ん
で
、
金
木
ラ
領
フ
〃
を
結
成
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
で

幼
碓
剛
（
剛
艇
片
岡
八
千
雄
）
で
は
、
は
、
剛
児
に
対
し
、
三
水
脂
の
誓
い

剛
児
と
は
税
を
対
象
に
し
た
〃
、
恥
ク
（
「
ぼ
く
、
わ
た
し
」
「
か
な
ら
ず
」

（真剣なまなざしのお母さん方）

鋤
白
鳥
‐
例
‐
ラ
ブ
“

結
成
さ
れ
ゑ

「
止
ま
り
ま
す
」
）
を
行
な
い
、
Ⅱ
州

生
祇
の
巾
か
ら
交
通
安
全
教
育
を
鄭
に

つ
け
る
こ
と
を
Ⅱ
的
と
し
て
い
る
。

幼
児
の
交
汕
掘
故
は
剛
加
の
一
途
を

ｊノ
．
た
ど
り
、
そ
の
桝
故
防
止
が
大
き
な
裸

唯
迩
と
な
っ
て
い
る
。
保
抑
者
が
よ
く
注

調
意
し
て
い
れ
ば
大
部
分
の
幼
児
彬
故
は

の
防
げ
る
だ
け
に
、
｜
易
ク
ラ
ブ
に
対
し

鴎
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
ご
１
１
↑
ぞ
↓
，
Ｔ
↓
ｊ
Ｔ
ｊ
ｊ
Ｔ
ｊ
ｊ
Ｔ
↑
１
１
７
↑
Ｔ
ト
ー
？
ｊ
ｊ
Ｔ
４
Ｉ
Ｔ
１
１
４
１
Ｔ

人

四
月
二
日
、
老

く

蛙
胱

通
を
安
全
教
室
を
行
な

交
手
朧
撫
沸
は

方

の
憩
い
の
家
」
の

ん

さ
中
で
信
号
機
を
使

母

ゆ
ん
ん
銅
倭
篭
噛
一

お

》
帷
一
挽
職
骨
蛎
聴
一

函
机
鮒
鯉
臓
辮
峠
一

て
い
た
。
』

》

』
一

か
．
ゞ

ん
↑

せ
淵

まり
」

渡
幽

も
峠

ん
蝋

さ
・
開

あ
願

ぱ
軍

お
一

の
輯

一
」
一
》

そ
薑

く
・
『
↑

一
役
場
の
執
務
時
間
が
》
齢

一
一

一
変
わ
り
ま
し
た

一
一
．
．
‐
．

一
（
川
川
一
Ｍ
か
ら
十
〃
一
鷺
ト
ー
Ⅲ
龍
で
）
一
、
一
》
峰
一

一
平
川
八
時
十
五
分
か
ら

｝
》
咄

《
十
六
時
二
十
分
ま
で
一
》
一

一
土
唯
日
八
時
十
五
分
か
ら
正
午
ま
で
一
＄
一
一

や
魁
ｆ
ｉ
ｊ
ｉ
－
ｉ
ｉ
ｉ
．
§
●
・
ｊ
ｒ
ｕ
ｉ
．
、
雲
口
ず
●
●
ｕ
・
＄
ジ
｝

(熱心に聞き入るおばあさん）

（2）
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町
で
は
、
金
木
町
名
誉
町
趾
条
例
の

規
定
に
紙
づ
い
て
、
金
木
町
名
誉
町
民

と
し
て
故
抑
勘
文
治
氏
と
現
在
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
住
の
藤
元
班
嗣
氏
を

決
定
し
、
昨
年
十
二
月
十
五
Ｈ
招
集
の

町
鍍
会
定
例
会
に
お
い
て
、
全
貝
一
致

で
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
の
同

意
を
得
ま
し
た
。

こ
の
称
叶
の
授
与
（
伝
達
）
式
は
、

さ
る
三
〃
一
日
、
金
木
町
役
場
三
階
大

会
議
室
に
お
い
て
、
関
係
者
多
数
が
列

席
し
、
朧
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
名
誉
町
民
の
略
歴
と
那
紙

故
津
島
文
治
氏

電
「
買
餃
藤
元
嘉
嗣
氏

３
月
１
日
称
号
を
授
与

(津島文治氏遺族の賢輔氏が代理受賞者）

故
津
燭
文
治
氏

明
治
三
十
一
年
一
〃
二
十
日
淵
町
金

木
に
生
ま
れ
、
大
正
十
二
年
に
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
科
を
卒
業
し
、
大
正

十
四
年
に
は
金
木
町
長
と
し
て
就
任
し

ま
し
た
。
爾
来
県
議
会
雛
、
お
よ
び
鼎

知
蛎
を
歴
任
し
、
さ
ら
に
は
衆
雛
院
雛

貝
な
ら
び
に
参
雛
院
雛
、
を
歴
任
し
ま

し
た
。
ま
た
衆
鍍
院
雛
貝
在
職
巾
の
昭

和
三
十
五
年
に
は
外
務
政
務
次
官
、
側

三
十
七
年
に
は
農
林
政
務
次
官
に
就
任

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
勲
一
等

瑞
宝
章
を
受
け
て
い
ま
す
。

ー

鋤一一
両

(藤元富閑氏親族の洋子さんが代理受賞者）

藤
元
嘉
嗣
氏

明
治
三
十
三
年
八
〃
十
四
Ⅱ
当
町
金

木
に
生
ま
れ
、
大
正
九
年
、
二
十
一
才

の
時
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
い
ろ
い
ろ

な
職
業
に
従
事
し
た
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
Ⅲ
業
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
は
金
木
小
学
校
・

中
学
校
に
学
用
舶
や
運
勤
具
を
贈
っ
て

以
来
、
毎
年
の
ご
と
く
学
校
や
老
人
ク

ラ
ブ
等
に
現
金
や
砧
物
を
賄
り
続
け
ら

れ
、
金
木
中
学
校
で
は
昭
和
二
十
六
年

に
、
金
木
高
等
学
校
で
は
昭
和
三
十
一

年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
お
金
を
韮

金
と
し
て
「
藤
元
文
応
」
を
役
慨
し
、

図
＃
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

４
↓
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

48年度

63名褒賞される

町
で

は
、
金

木
町
褒

賞
規
則

に
基
づ

い
て
、

二
月
二

十
一
日

褒
賞
審

査
会
を

行
な
い

審
査
の

結
果
、

三
月
一

日
正
午

よ
り
町

役
場
に

お
い
て

つ
ぎ
の

か
た
が

た
を
金

盃
を
贈

り
褒
賞

し
ま
し

た
。

』

自
治
功
労
褒
賞
‐
ゞ

◎
通
算
十
二
年
以
上
の
町
織
会
撫
員

田
中
勇
吉
（
岨
）
今
久
米
雄
（
肥
）
野

宮
雄
造
（
喝
）
木
村
不
二
男
（
Ｍ
）
中

谷
正
（
Ｍ
）
沢
田
茂
（
Ｍ
）
木
村
金
利

（
Ｍ
）
古
川
竹
夫
（
皿
）

◎
通
算
十
一
一
年
以
上
の
展
業
委
員

外
崎
栄
（
咽
）
沢
川
由
男
（
過
）
櫛
引

政
雄
（
四
）
沢
川
茂
（
略
）

◎
永
年
勤
続
の
町
職
員

藤
川
要
造
（
型
）
西
村
節
男
（
配
）
小

川
桐
外
（
型
）
角
田
三
治
雄
（
型
）
工

藤
栄
（
皿
）
今
金
蔵
（
理
）
沢
田
密

雄
（
型
）
白
川
術
一
（
鋤
）
土
岐
い
き

（
犯
）
小
野
四
郎
（
霊
）
西
沢
小
市
郎

（
退
職
に
よ
り
巧
年
で
受
賞
）
、
鳴
海
秀

雄
（
”
）
田
中
実
（
郡
）
石
戸
谷
由

雄
（
妬
）
山
中
徳
一
（
”
）
須
崎
由
美

（
幻
）
今
由
吉
（
”
）
津
島
賢
造
（
弱
）

大
橘
隆
治
（
弱
）
今
平
内
（
妬
）
伊
藤

文
雄
（
瓢
）
伊
丸
岡
貢
（
調
）
桑
田
哲

男
（
画
）
野
宮
正
三
（
岨
）
中
村
吉
永

（
妬
）
※
（
）
内
は
通
算
勤
務
年
数

特
別
功
労
褒
賞

◎
通
算
十
二
年
以
上
の
行
政
協
力
委
員

中
谷
敏
雄
（
吃
）
楠
美
留
三
郎
（
鴫
）

◎
通
算
三
十
年
以
上
の
消
防
団
員

一

崎
新
一
（
調
）
荒
悶
純
輔
（
犯
）
岩
間
嘩
一

木
村
不
二
男
（
瓢
）
口
川
竹
治
（
狸
）

成
田
弥
十
郎
（
雛
）
泉
谷
一
実
（
弧
）

嫡
轆
癖
詑
韮
却
轌
に
癖
峰
昨
一
型
訓
一

滴
美
（
粥
）
吉
田
米
五
郎
（
弱
）
鴫
海
剛ⅡⅡ

為
之
助
（
郡
）
藤
元
満
（
記
）
三
上
政
雛

雄
（
妃
）
太
田
治
（
処
縦

◎
そ
の
他
の
特
別
功
労
褒
賞
受
賞
者
蝿

群
湘
郭
辨
猩
睦
繩
罐
畦
極
細
鐘
霊
嘩
却
蹄

全
講
習
会
等
の
開
催
に
施
設
や
資
材
の
癖

提
供
に
よ
り
、
地
域
交
通
安
全
対
策
に
州

寄
与
さ
れ
た
功
絞
）

’

一

西
村
徳
雄
（
昭
和
四
十
二
年
金
木
地
区

交
通
指
導
隊
発
足
以
来
、
金
木
中
隊
長

と
し
て
隊
を
指
揮
し
、
交
通
那
故
の
防

止
に
寄
与
さ
れ
た
功
細
）
》

今
英
三
（
抽
保
号
の
寄
附
に
献
身
的
な
”一

努
力
を
は
ら
い
、
ま
た
、
永
年
在
青
金

木
会
の
役
貝
と
し
て
、
郷
土
金
木
と
の

文
化
交
流
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）
癖晒

田
中
助
一
（
相
撲
選
手
の
指
導
養
成
に
蝉一

一

あ
た
り
、
昭
和
十
四
～
十
五
年
の
全
国

青
年
相
撲
大
会
で
連
続
優
勝
に
導
い
た

功
績
）

一

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
交
通
桁
導

隊
車
購
入
密
と
し
て
二
十
万
円
、
大
東

ヶ
丘
分
校
に
机
、
金
木
老
人
ク
ラ
ブ
に

座
ぶ
と
ん
、
芦
野
公
閲
に
く
ず
か
ご
等

を
寄
与
さ
れ
た
功
紙
）

少

善
行
褒
賞

木
村
米
八
（
戦
後
二
十
八
年
間
、
無
報

っ
て
き
た
善
行
は
他
の
模
範
と
す
る
事
一

酬
で
ス
キ
ー
場
・
神
社
境
内
・
遊
園
地

等
の
公
共
地
の
除
草
や
清
掃
を
お
こ
な

蹟
）
吋

禰

佐
々
木
勇
（
昭
和
二
十
九
年
以
降
、
大
《一

東
ヶ
丘
分
校
に
対
し
、
図
押
・
衣
料
・

靴
・
カ
バ
ン
等
通
学
用
船
を
贈
り
続
け

る
等
、
辺
地
校
の
教
育
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
功
紙
）

（3）
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蒔
田
沢
部

昂
》
識
事
馳
桑
銀
謹
３
良
質
米
生
産
組
合
へ

（
銅
賞
）

の
僻
婦
蕊
蕊
灘
懲
蕊
灘
纈
畷
聴

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
堆
肥
の
も
と
と
お
よ
び
耐
病
性
に
も
弱
い
稲
作
況
が
あ

な
る
稲
わ
ら
を
全
く
無
視
し
、
処
理
に
ら
わ
れ
ま
す
。

難
じ
て
徒
に
焼
却
し
て
し
ま
う
鯉
家
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
県
産
米
改
善

多
く
な
り
、
そ
し
て
煙
公
害
に
ま
で
い
推
進
協
雛
会
（
会
艮
三
橘
又
八
）
で
は

た
っ
て
い
る
現
況
で
す
。
一
昨
年
か
ら
稲
わ
ら
利
用
共
励
会
を
州

稲
作
は
年
間
一
○
ア
ー
ル
罰
り
五
○
催
し
、
こ
の
対
策
の
一
助
と
し
て
い
ま

○
蛇
の
唯
肥
が
必
婆
で
あ
り
、
稲
株
お
す
。

よ
び
根
な
ど
が
年
間
二
○
○
蛇
入
っ
た
こ
の
共
励
会
に
お
い
て
、
洲
町
時
田

と
し
て
も
年
間
三
○
○
蛇
の
堆
肥
が
毎
良
質
米
生
産
組
合
（
組
合
長
川
Ⅱ
淌
衛

年
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）
は
昨
年
の
金
尚
に
ひ
き
つ
づ
き
、
知

無
恥
肥
稲
作
栽
端
は
大
体
十
四
年
か
珈
尚
お
よ
び
金
尚
の
栄
を
礎
僻
し
ま
し

‐

堆
肥
づ
く
り
に
知
事
賞

金
、
銀
、
銅
賞
も

那
批
お
よ
び
金
岱
の
栄
を
猫
得
し
ま
し

た
。

こ
の
栄
誉
を
機
と
し
、
地
域
の
農
家

も
、
一
段
と
自
給
肥
料
の
生
産
に
力
を

そ
そ
が
れ
、
ま
た
蠅
公
群
解
消
に
も
大

き
な
効
果
と
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

以
下
入
批
成
絨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

昭
和
川
十
八
年
度

稲
わ
ら
利
川
共
励
会
入
賞
成
紙

御
亦
“
蒔
酬
搾
舘
群
峰
唯
榊
鏥
）

銀
尚
沢
部
良
質
米
生
産
組
合

（
組
合
長
円
川
友
道
）

銅
批
桑
元
良
質
米
生
産
組
合

（
組
合
長
白
川
峯
雄
）

《

体
の
不
自
由
な
人
は
い
ま
せ
ん
か

障
害
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
間
に
病
気
、
け
が
を
し
て

身
体
障
害
者
に
な
っ
た
人
が
、
加
入
期

間
が
短
い
た
め
に
拠
出
制
の
障
害
年
金

は
う
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
一
定
の

か
け
金
を
納
め
て
い
る
と
き
、
ま
た
は

二
十
歳
に
な
る
前
（
あ
る
い
は
昭
和
三

十
六
年
四
川
一
Ⅱ
前
）
に
病
気
、
け
が

を
し
た
た
め
に
す
で
に
身
体
障
害
者
に

な
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
、
こ
の
障
害
福
祉
年
金
の

支
給
は
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
整
頓

や
食
聯
も
で
き
な
い
ほ
ど
、
Ⅱ
術
生
活

に
著
し
く
支
障
が
あ
る
意
い
障
害
二

級
障
害
）
の
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
の
九
″
に
行
な
わ
れ
た
脚
民

年
金
法
の
改
正
で
、
比
較
的
軽
い
障
害

三
級
障
害
）
の
人
に
も
、
障
害
福
祉

年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

支
給
開
始
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
〃

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
額
は
、
凡
五
千
円
、
昭

和
川
十
九
年
十
〃
か
ら
は
〃
額
七
千
五

百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
二
級
障
害
に
該
淵

し
て
い
た
た
め
、
障
審
福
祉
年
金
を
も

ら
え
な
か
っ
た
人
は
お
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
家
族
の
人
や
と
な

り
近
所
に
、
体
の
不
自
由
な
人
で
障
害

福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
人
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
町
役
場
の
年

金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

６
月
は
年
金
鉦
書
の
提
出
時
期
で
す

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
や
、
心
身
障
害

者
、
夫
に
死
別
し
た
母
子
家
庭
の
人
な

ど
で
、
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
は

、､ソK＝

蕊
、
ご
Ｐ
ｐ
９
１
。
．
。
‐
‐
、
■
‐
ｐ
二
・
Ｌ
ｑ
Ｌ
▽
・
・
巴
１
い
Ｐ
‐
、
・
手
Ｄ
ｂ
ｈ
ｂ
旨
ｂ
ｒ
１
。
｜
Ｆ
甲
・
冊
・
・
‐
０
も

▼
、
。
勺
。
‐
ｊ
『
・
‐
・
晶
・
、
Ｊ
‐
も
、
。
中
‐
．
画
１
。
、
‐
、
４
１
４
凸
‐
・
’
４
１
ｑ
ｏ
４
㎡
．
剣
１
，
》
ず
、
、
判
’
八
唯

弛
Ｆ

》
沁
野
さ
妙
ん
．
旧
型
榊
迩

．
．
，
‐
４
ゞ
‐
１
．
，
“
訓
州
‐
‐
‐
‐
⑳
ｒ
、
歌
〆
や
｜
●
‐
叩
、
蝿
，
叶
駈
較
咋
昨
夕
化
礎

も
｜
、
‐
ｒ
‐
｜
‐
、
‐
、
』
寺
、
佇
寸
も
Ｐ
ｂ

｝
〆
凸
ロ

譲
撰
鶚
淺
訟
烈
縣
既
報
蕊

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
役
場
で
は
、
国
民
年
金
証
普
一
小
さ
な
庭
先
に
も
、
そ
の
緑
の
小
つ

と
一
緒
に
、
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
今
さ
な
生
命
を
伸
ば
し
は
じ
め
ま
し
一

人
を
扶
養
し
て
い
る
人
の
昭
和
四
十
八
》
た
。
い
と
お
し
む
の
は
今
の
う
ち
一

年
度
中
の
所
得
状
況
を
県
に
報
小
臓
し
ま
心
で
す
。
雑
草
は
、
あ
ま
り
強
く
根
》

す
。
今
を
張
ら
な
い
う
ち
に
取
り
除
か
な
今

そ
れ
に
よ
り
県
で
は
、
今
年
の
五
月
一
恥
珪
榊
峰
不
津
鐸
恥
出
並
切
鐸
崎
一

蝿
錐
癖
秤
恥
鋤
権
諏
岬
些
奔
州
却
繩
恥
一
め
り
の
残
っ
た
朝
の
う
ち
が
取
り
令

支
払
金
額
を
祇
忙
皿
に
記
入
す
る
こ
と
に
一
癖
封
か
郡
錠
鐵
が
謹
桂
挿
韮
罹
垂
》

に
な
っ
て
い
ま
す
。

せ
仙
挫
誰
嶬
岫
神
咋
唖
垂
睡
醒
出
肌
嶬
一
札
稚
叫
鐸
識
恥
誰
い
球
篭
唾
稲
褒
一

幟
諦
稚
燃
極
印
罐
銃
麺
録
儒
唾
織
岬
唾
《
“
奉
唾
他
菫
』
墓
畦
私
郵
翫
謁
醗
》

て
く
だ
さ
い
。
一

一
よ
Ｆ
フ
。

な
お
、
福
祉
年
金
は
、
一
定
の
所
得
一
庭
の
草
取
り
な
ど
と
簡
単
に
思
一

の
あ
る
人
に
は
支
給
さ
れ
な
い
仕
組
み
一
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
た
今

紳
畦
権
碇
州
棒
吋
“
冴
靖
奔
袖
詮
耗
画
一
刎
一
雌
垂
に
椎
唾
伽
蕪
ぶ
ぜ
峰
症
一

で
す
。
い
ま
ま
で
、
年
金
の
支
払
い
が
一
し
ゃ
が
ん
で
指
先
だ
け
に
力
が
は
つ

と
め
ら
れ
て
い
た
人
で
も
今
年
か
ら
は
》
州
窪
詑
や
瀞
嘘
坐
娠
鍛
和
誰
乖
加
一

他
恥
軍
馬
誕
掘
畦
睡
娠
効
郁
縫
岬
畦
壺
一
も
失
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
今
一
案
で
す
が
、
庭
の
草
取
り
は
一

一
い
つ
。
へ
ん
に
や
っ
て
し
ま
お
う
と
一

す
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

四
十
八
年
度
分
の
保
険
料
の
納
め
わ
今
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
毎
Ｈ
少
し
一

一
ず
つ
取
る
よ
う
に
範
囲
を
決
め
て
今

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
国
民
年
金
の
一
雑
嘩
駈
垳
瞬
蛙
宰
坐
澁
毒
詮
華
掛
》

暇
鍛
鋼
催
権
淀
榊
恥
癖
働
継
卦
細
坤
葬
一
う
諫
計
沁
庭
の
草
取
り
を
す
ま
せ
一一

せ
ん
と
、
将
来
、
老
令
年
金
を
受
け
ら
《
て
縁
側
に
腰
を
か
け
て
な
が
め
て
一

呼
舛
識
鉾
》
小
》
》
評
秘
》
》
》
壁
》
一
酔
轌
識
維
卯
妙
娠
極
棚
咋
”
州
都
一

た
り
の
あ
る
方
は
、
役
場
年
金
篭
で
臆
溺
癖
灘
臓
膳
脆
隆

一

鶴
》

問
合
わ
せ
の
上
、
す
ぐ
納
め
て
く
だ
さ

い
。

＝
”
、

晦
幽

ｖ
Ｏ
■
心

暉
一

一
■一

一 二 一 ‐ q － = ■ ■ 一 面 一 ■ ■ ー ~ ■ ■ ■ ■ ■ q ~ ■ ■ ■ ＝ ■ ■ ■ ﾖ T 訂 ロ 日 ロ 1 『 ？ ■ P ■ ■ ■ ■ ■ 7 口 ■ 一 町 F I － q ● 』
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通
商
産
業
行
で
は
、
二
年
に
一
回
、

全
国
の
商
店
を
対
象
と
し
て
商
業
統
計

調
在
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
た
び
ご

と
に
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
捌
盃
は
、

統
汁
法
に
雄
づ
く
指
定
統
汁
洲
奄
で
あ

り
、
全
国
の
商
店
を
も
れ
な
く
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
商
業
に
つ
い

て
の
剛
勢
捌
査
」
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
。
今
年
は
第
十
二
Ｍ
Ⅱ
の
年
に
当

た
り
、
五
月
一
Ｈ
現
在
で
洲
介
を
行
な

い
ま
す
。

調
盃
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
県
知
堺

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
皆
様

方
商
店
の
各
店
舗
ご
と
に
伺
っ
て
調
査

５
月
１
日
は

ロ日

野

~

票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
ご
記
入
い
た

だ
い
た
調
査
票
二
部
を
と
り
あ
つ
め
ま

す
の
で
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数
で

す
が
洲
盃
票
の
記
入
拠
出
に
つ
い
て
よ

ろ
し
く
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
捌
在
票
を
統
汁

以
外
の
月
的
に
、
例
え
ば
徴
税
そ
の
他

呰
様
方
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
．

得
た
秘
密
を
他
に
も
ら
す
こ
と
は
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
憐
業
上
の

秘
裕
は
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
正

確
に
御
報
告
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
日
で
す

■

の

一

今
年
も
技
能
検
定
試
験
の
叩
諦
受
付
期

間
が
典
近
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
職
業
訓
練
法
に
雌
づ
き
、
労
働
背

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
検
定
し
、
公
紙

す
る
制
度
で
、
技
能
労
働
者
の
技
能
水

準
の
向
上
と
共
に
、
技
能
背
に
対
す
る

社
会
一
般
の
評
価
を
商
め
、
地
位
の
向

上
を
Ｍ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

技
能
検
定
は
、
一
級
の
止
級
熟
練
背

と
二
級
の
中
級
熟
練
者
と
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
定
轍
繩
ご
と
に

毎
年
一
Ｍ
、
実
技
試
験
と
学
科
試
験
を

行
な
い
、
合
格
者
に
は
、
一
級
は
労
働

大
臣
、
二
級
は
県
知
辨
名
の
合
格
征
岬

が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」
の
称
妙
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
試
験
は
前
後
期
の
二
Ｍ
に
分
か

れ
て
お
り
、
今
年
の
前
期
試
験
は
、

＊
実
技
試
験

昭
和
四
十
九
年
六
Ⅱ
三
十
Ⅱ
か
ら

昭
和
四
十
九
年
九
〃
二
十
九
Ⅱ
ま
で

＊
学
科
試
験

昭
和
四
十
九
年
九
〃
二
十
二
Ⅱ
か
ら

昭
和
四
十
九
年
九
〃
二
十
九
Ｈ
ま
で

二
死
一

黛

含
永
超
一

執
唾
獅

一
森

子
半
い
窯
溌
』

て
る
す
み
を

技
能
検
定
試
験
の

麺 照儀
蕊 《

程
一

再
ｇ
喉

密
議
爬
型
’
○
月
囎
跡
窪
鯵

刃W,〃

お
知
ら
せ

ｃ

手
℃
ワ
チ
毎

〉

冬
か
い 紙ジ

ノ. 実
施
す
る
職
稲
は
、
造
剛
、
鋳
造
、

機
械
加
工
、
鉄
工
、
板
金
、
仕
ｋ
げ
、

婦
人
子
供
服
製
造
、
木
工
機
械
洲
盤
、

木
工
、
と
び
、
左
官
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

タ
イ
ル
張
り
、
撮
製
作
、
熱
絶
縁
旋
工

印
章
彫
刻
、
い
す
張
り
、
表
典
、
溌
装

広
借
美
術
仕
上
げ
の
二
十
稲
で
す
。

検
定
試
験
叩
諦
件
受
付
期
川
は
、
昭

和
四
十
九
年
五
川
七
Ⅱ
か
ら
五
Ⅱ
二
十

一
Ⅱ
ま
で
で
す
。
ま
た
、
叩
諦
件
は
雌

寄
り
の
共
Ｍ
職
業
訓
練
校
、
組
合
弊
に

配
付
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
ち
ら
か

ら
申
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
技
能

検
定
協
会
（
○
一
七
七
）
三
九
’
五
五

六
一
、
ま
た
は
県
職
業
訓
練
裸
（
○
一

七
七
）
一
三
’
二
二
内
線
三
八
四

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
・謹

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

【
０
Ｊ

ｎ
店

ｰ
牢
》
八
Ｍ
汽
咳
診
凶
一
、
認
●
■
罫
咽

鱈

「
心
鮎
訓
細
罰
剖
剴
川
到
刈
恥
～
》

字
ご
利
用
を
》

一
「
ゆ
う
ゆ
う
ロ
ー
ン
」
の
愛
称
医

一
で
親
し
ま
れ
て
い
る
郵
便
貯
金
の
｝

一
貸
し
つ
け
は
、
昨
年
の
一
月
に
誕
一

一
生
し
て
か
ら
や
っ
と
満
一
年
余
り
一

｛
が
過
ぎ
ま
し
た
。

《
こ
の
一
年
余
り
の
間
に
、
約
三
一

｛
百
五
十
万
人
も
の
多
く
の
方
に
、
｝

一
金
額
に
し
て
千
五
百
億
円
の
ご
利
一

一
用
を
い
た
だ
き
、
貯
金
を
有
利
に
一

一
搾
諜
軋
俺
坤
唖
制
壼
確
匪
酷
叩
鎚
一

一
な
さ
ま
か
ら
、
た
い
へ
ん
好
評
を
一

｛
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

｛
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
一
般
に
一

一
臨
時
収
入
が
少
な
く
、
貯
金
す
る
》

《
余
裕
も
少
な
い
の
に
反
し
て
、
お
》

｛
子
さ
ま
の
進
・
入
学
宙
金
や
就
職
一

一
準
備
な
ど
出
費
の
か
さ
む
ご
家
庭
一

《
も
多
い
こ
と
と
田
偵
ま
す
。

｛
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
ゆ
う
一

｛
ゆ
う
ロ
ー
ど
を
上
手
に
利
用
さ
》

一
諏
郵
蝿
か
壷
咋
か
禄
卵
蝦
惟
瀝
識
一

一
得
な
が
ら
安
心
し
て
計
画
的
に
資
》

一
産
づ
く
り
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
一

一
気
軽
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
一

｛
め
し
ま
す
。
一

●
ｊ
ｐ
ｌ
１
Ｌ
ｊ
ｐ
ｌ
ｊ
ｐ
ｌ
ｊ
白
Ｌ
皿
亘
Ｌ
ｊ
ｐ
Ｌ
ｊ
・
Ｌ
Ｊ
Ｌ
ｊ
ｏ
Ｌ
ｊ
ｏ
Ｌ
ｊ
－
Ｌ
ｊ
○
Ｌ
ｊ
ｌ

蕊
、
しあの

一

翰

麹
諺

一岬
一

坤呼畑
剛

叫
叫

Ｈ
ｎ

ｍ
ｍ

Ⅲ
ｍ

Ⅱ
創

叩
肌

１
ｔ

Ⅱ
叫

祁
帥

Ⅱ
価

Ⅱ
Ⅱ

川
棚

Ⅱ
Ⅱ

１
４

川
間

肌
肌

Ⅱ
Ⅱ

加
川

叫
皿

Ⅱ
加

加
凹

川
皿

Ⅱ
世

Ｈ
Ｎ

ｈ
肥

ｌ
ｌ
ｔ
０

Ｎ
Ｍ

Ｉ
Ｉ

Ⅲ
関

川
Ⅱ

閲
帖

Ⅱ
Ⅱ

、
Ⅱ

池
罷

材
ｌ

Ｈ
Ⅷ

耐
岬

剛
噸

側
洲

剛
晦

叫
》

岬
一

山
邸

問
叫

ｌ
１
ｊ
Ｌ

岬
暉

叩
》

、
堀

ｒ
哩

畑
山

畑
“

並
叩

》
》

ｕ
４
１
閲

覧
■

幽

一

》
０

，
輪

幽
中

’■一垂一鴎'”““『皿■_■_qⅧ即■,q甲■号冒『!

（5）
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工白沢古太石秋野太工白古小今土横三高菊君古今丹鴫棟秋岡加木西斎藁ご
藤川田川 田沢 元田 出藤川川野岐坂上村地村坂場紐方元本藤村村藤粥結

ま 千村営ノ奈婚
敦一久隆さ利稔修て年恵幸清美純一八鉄初三キ義妙スリ絹々良照安晶
子仁子男子昭子一つ男子信子男子雄重雄枝治子剛子昭子敦子一子政子栄：

#永瀬融木爵願噌氷葡倉瑞濡顛濡縣顛村帛木島器骨木綿顛胤蕊 菫 弓

〆一、〆一 、 〆 一 、 〆 一 、 〆 一 ヘ〆一へ〆一、〆一、〆一、一一、〆一へ〆一、一一～〆一、〆一へ〆一、〆一、〆一、〆一、〆ー、〆一ヘ〆一へ〆一、／一、

三鈴棚山河鴫櫛鹿三日小伊杉対高鳴泉神三松吉小横葛浜伊岩内和丸平桑大小竹下落須鈴原羽奈坂沢工岡渋原
上木原田野海引内上高野藤山馬谷海谷成潟葉村山II1西田丸出海田山山田橘柏内山合崎木田場良本l1l藤田谷田

美登は高八内か末恵岡美たひユ瑠ひ
東常富勝津幸和秀志徹千る雅直太節英世正舂義ず五美曽根兼京まる文リ輝淳良敏順繁繁栄二美一ろ正
里平子治子治子雄子郎江寛い仁子郎子臣子明千春え郎子文子彦子潔子茂子男子男子信子一子行子恵子喜子光

蕊議撫鑿篝菫
喜神沖金千崩嘉五喜宮群開茨金五嘉川木川横喜青群書五喜中嘉金岐五喜喜群金中北亮嘉森車喜車嘉車喜弘中
良奈縄葉所良崎馬城所造浜良森馬良所良里阜所良良馬里海田力良力力良削柏
市川県木県瀬瀬市市県県瀬県木市顛倉町倉市市市県市市市町瀬木県市市市県木町道瀬瀬村村市村瀬村巾市木

（
錘
樒
緋
薙
準
銅
猩
霊
鐸
京
櫛

（
需
酔
卜
嘘
森
認
鋪
那
甥
馴
玉
壗

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
二
月
届
出
分
）

田
中
年
彦
（
良
年
長
男
）
金
木

斎
藤
百
代
（
昌
男
２
女
）
嘉
瀬

古
川
久
登
（
茂
美
５
男
）
喜
良
市

秋
谷
静
江
（
情
２
女
）
金
木

中
西
郁
子
（
信
雄
２
女
）
金
木

棟
方
鐘
一
（
周
一
長
男
）
喜
良
市

斎
藤
恵
（
竹
舂
長
女
）
嘉
瀬

中
谷
真
起
子
（
肇
３
女
）
川
倉

斎
藤
準
（
健
一
２
男
）
嘉
瀬

片
山
千
明
（
武
光
長
女
）
金
木

小
林
英
理
子
（
稔
長
女
）
金
木

外
崎
昌
美
（
辰
栄
３
女
）
喜
艮
市

伊
藤
広
哉
（
鉄
広
長
男
）
嘉
瀬

桑
出
ひ
と
み
（
豊
長
女
）
喜
良
巾

伊
丸
岡
麻
由
美
（
明
男
長
女
）
喜
良
市

山
中
京
子
（
情
２
女
）
嘉
瀬

三
潟
る
み
（
勝
則
長
女
）
川
倉

津
島
誉
子
へ
登
長
女
）
金
木

原
出
弘
樹
（
正
弘
２
男
）
中
柏
木

横
山
司
（
又
康
長
男
）
喜
良
市

中
谷
道
子
（
明
長
女
）
川
倉

小
松
巧
（
正
長
男
）
鋸
瀬

木
村
元
香
（
志
長
女
）
嘉
瀬

櫛
引
浩
太
郎
（
菱
雄
２
男
）
金
木

原
田
典
明
（
弘
志
２
男
）
中
柏
木

工
藤
慎
一
（
正
晴
長
男
）
川
倉

岡
出
光
代
（
弘
友
長
男
）
喜
良
市

棟
方
哲
也

鳴
海
幸
雄

村
田
真
由
美

泉
谷
由
佳
子

古
川
成
敏

岩
田
み
ど
り

秋
元
竜
子

花
田
紀
子

（
治
長
男
）
喜
良
市
電
急
引
田
＃
ゴ
９
」

（
恭
治
長
男
）
語
瀬
一
発
刊
さ
れ
る

一
報
誰
霊
塗
一
唯
群
一
§
ｌ
予
定
は
来
年
八
月
Ｉ

（
博
一
長
女
）
喜
良
市
一
当
町
で
は
、
町
村
合
併
二
十
周
年
記

（
知
長
女
）
喜
良
市
一
念
事
業
（
合
併
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十

一
》
嬬
鍵
軍
｝
鐸
神
一
》
逵
州
↑
却
峠
唯
熱
匡
渥
蝿
生
理
噸
嘩

》

（
逵
湖
稻
郡
蝕
添
一
「
金
木
町
郷
土
史
」

白
川
彰
吾
（
英
憲
長
男
）
川
倉

大
橋
淳
子
（
兼
美
２
女
）
喜
良
市
↓

杉
山
晶
子
（
栄
和
２
女
）
中
柏
木
一

秋
元
環
美
（
敏
舂
長
女
）
川
倉
一

鳴
海
三
枝
子
（
義
政
長
女
）
開
瀬
一

松
川
昌
樹
（
明
文
２
男
）
嘉
瀬
一

石
岡
直
樹
（
仁
長
男
）
金
木
一

白
川
司
（
昭
長
男
）
金
木
一

白
川
照
幸
（
幸
夫
長
男
）
蒔
田
一

角
田
具
実
子
（
忠
亜
２
女
）
金
木
一

中
西
誠
（
剛
２
男
）
金
木
一

平
川
光
悦
（
光
信
長
男
）
嘉
瀬
一

藤
谷
雅
卓
（
重
彦
長
男
）
金
木
一

古
村
崇
（
亮
２
男
）
金
木
一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
二
月
届
出
分
）
一

佐
々
木
須
麿
子
へ
別
才
）
金
木
一

西
村
ク
リ
（
門
才
）
喜
良
巾
一

山
中
男
茶
（
別
才
）
嘉
顛
一

成
田
ツ
ワ
（
ｍ
才
）
金
木
一

泉
谷
多
助
（
乃
才
）
金
木
一

泉
谷
チ
セ
ヘ
的
才
）
川
倉
一

今
長
十
郎
（
師
才
）
喜
良
巾
一

（
三
月
届
出
分
）
一

皿
軸
餓
弔
一
坪
材
一
認
諏
一

三
上
太
郎
（
浬
才
）
開
願
一

原
田
擢
実
（
随
才
）
中
柏
木
一

阿
部
ミ
セ
（
刷
才
）
金
木
一

沢
田
兼
八
（
巧
才
）
嘉
頗
一

秋
元
茂
（
魂
才
）
川
倉
一

福
士
惣
助
（
刷
才
）
金
木
一

野
宮
シ
ヱ
（
糾
才
）
金
木
一

今
忠
政
（
羽
才
）
嘉
願
一

今
忠
道
（
釦
才
）
馬
瀬
一

今
キ
ミ
ヱ
（
別
才
）
鶏
瀬
一

ど
街
料
収
集
を
終
え
、
写
稿
・
校
正
中
一

で
、
印
刷
製
本
完
了
及
び
出
版
は
昭
和

五
十
年
八
月
の
予
定
で
す
。

町
の
政
治
・
経
済
・
文
化
を
知
る
う
え

に
唯
一
の
も
の
で
、
官
公
庁
は
も
ち
ろ

ん
一
般
町
民
も
郷
土
の
再
認
識
に
役
立
￥

つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
般
」

へ
の
頒
布
は
印
刷
製
本
饗
用
が
わ
か
り
一

し
だ
い
予
約
を
受
付
し
ま
す
。

ｏ
出
版
図
書
予
定
規
格
、
そ
の
他

緬
版
（
伽
×
伽
）
岬
Ｐ
ｌ
Ⅷ
Ｐ

表
紙
布
ク
ロ
ス
製
函
入

・
監
修
者

陸
奥
新
報
社
綿
集
局

論
説
委
員
船
水
清
一

消
費
者
苦
情
相
談
窓
口

開
設
さ
れ
る
一

物
価
が
上
昇
し
て
い
る
今
、
、
家
庭
一

の
主
婦
は
家
計
の
や
り
く
り
に
こ
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
町
役
場
で
も

こ
の
よ
う
な
物
価
上
昇
を
い
い
こ
と
に
一

便
乗
値
上
げ
を
し
て
い
る
悪
徳
商
人
に

対
処
す
る
た
め
、
企
画
室
三
階
）
に

「
消
饗
者
苦
情
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
一
》

ま
し
た
・

こ
の
窓
口
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
一

が
粥
日
ご
ろ
商
品
な
ど
に
感
じ
て
い
る

苦
情
・
不
満
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
内
一

一

容
に
よ
り
県
に
通
報
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

ま
た
、
県
で
も
電
話
に
よ
る
相
談
を
し

一

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

・
県
企
画
部
消
費
流
通
課

一

電
話
青
森
並
局
（
型
一
一
誕
一
》

一
一

・
町
役
場
企
画
室

相
談
員
白
川
常
一

小
田
桐
昇

電
話
金
木
二
二
一
（
内
線
唾
乳
）
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